
 

 

 

  

 ９月１２日(火) 福岡県中小企業振興センターにて、組合員の知識向上と自己研鑽及び組織の活性 

化を目的とした勉強会を開催しました。 

 

タイトル ： 土木と SDGs－世界文化遺産を目指している阿蘇を事例に 

講 師  ： 樋口 明彦 九州大学大学院工学研究院准教授 

共 催  ： （一財）福岡県建築住宅センター 

参加者  ： ２８名 

 

 南阿蘇に残る石垣は熊本地震でも崩れることがな 

かった。この素晴らしい石垣文化を学び受け継ぎ、 

後世に語り継いでいきたい。 

 また、木製のデカスギガードレールは阿蘇の風景 

に相応しいことはアンケートの結果にも表れている。 

デカスギの有効利用により地域の SDGs に貢献でき、 

また、生活圏にあることで、森林と人との共生を体現できるとした。 

参加者は熱心に聴講し、講演後には活発な質疑応答が行われた。 
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